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はじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめに

廃棄基板からはんだが酸性雨により溶出廃棄基板からはんだが酸性雨により溶出廃棄基板からはんだが酸性雨により溶出廃棄基板からはんだが酸性雨により溶出

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　地下水汚染　　　　　　　　　　　　　　　　　→　地下水汚染　　　　　　　　　　　　　　　　　→　地下水汚染　　　　　　　　　　　　　　　　　→　地下水汚染

　　　　WEEE　　　　 ⇒⇒⇒⇒ROHS指令　指令　指令　指令　

　　　　2006年年年年7月以降の鉛等有害物質の使用禁止月以降の鉛等有害物質の使用禁止月以降の鉛等有害物質の使用禁止月以降の鉛等有害物質の使用禁止

鉛共晶はんだ　　鉛フリーはんだ

はじめに



２００６年にはＥＵにおいて鉛使用規制法案「ＷＥＥＥ
（Directrical on Waste from Electrical and Electronic 
Equipment)」に関わるRoHS指令が施行される。　

はんだの鉛フリー化にともない、その鉛含有量を管理す
る要求がでてきた。

JEITAでは鉛フリーの定義を鉛含有率を０．１wt%未満と
することで一致している。鉛フリー化は2005年末を完了

予定としている。

そこで弊社ではそこで弊社ではそこで弊社ではそこで弊社では従来行ってきた化学分析、蛍光Ｘ線分析、
分光分析に代わり、はんだ付け現場において簡便に又
はリアルタイムに鉛量を測定、監視する装置を開発した。

はじめに２



鉛フリーはんだの問題点鉛フリーはんだの問題点

☆　融点が高いのではんだ付けが難しい☆　融点が高いのではんだ付けが難しい☆　融点が高いのではんだ付けが難しい☆　融点が高いのではんだ付けが難しい

☆　ぬれが悪い（スルホール上がり）☆　ぬれが悪い（スルホール上がり）☆　ぬれが悪い（スルホール上がり）☆　ぬれが悪い（スルホール上がり）

☆　リフトオフ・ランド剥離不良☆　リフトオフ・ランド剥離不良☆　リフトオフ・ランド剥離不良☆　リフトオフ・ランド剥離不良

☆　エロージョンが大きい（はんだ槽・こて　☆　エロージョンが大きい（はんだ槽・こて　☆　エロージョンが大きい（はんだ槽・こて　☆　エロージョンが大きい（はんだ槽・こて　
　　　先等）　　　先等）　　　先等）　　　先等）

☆　接合部の信頼性が落ちる（鉛混入）☆　接合部の信頼性が落ちる（鉛混入）☆　接合部の信頼性が落ちる（鉛混入）☆　接合部の信頼性が落ちる（鉛混入）

問
題
点



はんだ分析

☆　蛍光Ｘ線分析☆　蛍光Ｘ線分析☆　蛍光Ｘ線分析☆　蛍光Ｘ線分析

☆　分光分析（固体発光法）☆　分光分析（固体発光法）☆　分光分析（固体発光法）☆　分光分析（固体発光法）

☆　ＩＣＰ発光分析☆　ＩＣＰ発光分析☆　ＩＣＰ発光分析☆　ＩＣＰ発光分析

☆　化学分析☆　化学分析☆　化学分析☆　化学分析

はんだ組成分析方法

はんだ熱分析方法はんだ熱分析方法

☆　示差熱分析（ＤＴＡ）☆　示差熱分析（ＤＴＡ）☆　示差熱分析（ＤＴＡ）☆　示差熱分析（ＤＴＡ）

☆　示差走査熱量分析（ＤＳＣ）☆　示差走査熱量分析（ＤＳＣ）☆　示差走査熱量分析（ＤＳＣ）☆　示差走査熱量分析（ＤＳＣ）

☆　はんだ不純物チェッカー（ＳＴＡ－２）☆　はんだ不純物チェッカー（ＳＴＡ－２）☆　はんだ不純物チェッカー（ＳＴＡ－２）☆　はんだ不純物チェッカー（ＳＴＡ－２）

☆　インラインはんだ不純物チェッカー（ＳＴＡ－１００）☆　インラインはんだ不純物チェッカー（ＳＴＡ－１００）☆　インラインはんだ不純物チェッカー（ＳＴＡ－１００）☆　インラインはんだ不純物チェッカー（ＳＴＡ－１００）



測定原理　　　測定原理　　　はんだ不純物チェッカーはんだ不純物チェッカー

　　　　　　　　　　　　　　　　　（熱分析装置）　　　　　　　　　　　　　　　　　（熱分析装置）

試料を一定の速度にて加熱し、試料が固相試料を一定の速度にて加熱し、試料が固相試料を一定の速度にて加熱し、試料が固相試料を一定の速度にて加熱し、試料が固相
から液相に相転移する過程において、潜熱から液相に相転移する過程において、潜熱から液相に相転移する過程において、潜熱から液相に相転移する過程において、潜熱
の吸収（放出）により、試料の温度変化（加熱の吸収（放出）により、試料の温度変化（加熱の吸収（放出）により、試料の温度変化（加熱の吸収（放出）により、試料の温度変化（加熱
曲線）が停滞したり、或いは屈曲点が現れる曲線）が停滞したり、或いは屈曲点が現れる曲線）が停滞したり、或いは屈曲点が現れる曲線）が停滞したり、或いは屈曲点が現れる
現象を利用した熱分析装置。現象を利用した熱分析装置。現象を利用した熱分析装置。現象を利用した熱分析装置。

測定原理



加熱曲線加熱曲線加熱曲線加熱曲線加熱曲線加熱曲線加熱曲線加熱曲線

加熱曲線



求める６要素求める６要素求める６要素求める６要素求める６要素求める６要素求める６要素求める６要素

☆　固相平衡温度☆　固相平衡温度☆　固相平衡温度☆　固相平衡温度

☆　固相平衡熱☆　固相平衡熱☆　固相平衡熱☆　固相平衡熱

☆　共晶開始温度☆　共晶開始温度☆　共晶開始温度☆　共晶開始温度

☆　共晶終点温度☆　共晶終点温度☆　共晶終点温度☆　共晶終点温度

☆　液相平衡熱☆　液相平衡熱☆　液相平衡熱☆　液相平衡熱

☆　液相平衡温度☆　液相平衡温度☆　液相平衡温度☆　液相平衡温度
６要素



氷（固体） 氷（固体）＋水（液体） 水（液体）

０℃

加熱温度曲線加熱温度曲線加熱温度曲線加熱温度曲線

固体（氷）から液体（水）の場合固体（氷）から液体（水）の場合

個体～液
体



構成構成

構成



仕様仕様仕様仕様

Sn-3Ag-0.5Cuの場合

仕様

項　目
ＳＴＡ－２ＳＴＡ－２ＳＴＡ－２ＳＴＡ－２

ＳＴＡＰ－１ＳＴＡＰ－１ＳＴＡＰ－１ＳＴＡＰ－１ ＳＴＡＰ－２ＳＴＡＰ－２ＳＴＡＰ－２ＳＴＡＰ－２
ＳＴＡ－１００ＳＴＡ－１００ＳＴＡ－１００ＳＴＡ－１００

方　　式 昇温加熱方式昇温加熱方式昇温加熱方式昇温加熱方式

鉛測定範囲鉛測定範囲鉛測定範囲鉛測定範囲

鉛測定精度鉛測定精度鉛測定精度鉛測定精度

銅測定範囲銅測定範囲銅測定範囲銅測定範囲

銅測定精度銅測定精度銅測定精度銅測定精度

測定時間測定時間測定時間測定時間

０～０．５％０～０．５％０～０．５％０～０．５％ ０～０．１％０～０．１％０～０．１％０～０．１％ ０～０．１％０～０．１％０～０．１％０～０．１％

±±±±０．０７５％０．０７５％０．０７５％０．０７５％ ±±±±０．０１５％０．０１５％０．０１５％０．０１５％ ±±±±０．０１５％０．０１５％０．０１５％０．０１５％

０．３～０．９％０．３～０．９％０．３～０．９％０．３～０．９％

±±±±０．１％（０．７％以上は目安程度）０．１％（０．７％以上は目安程度）０．１％（０．７％以上は目安程度）０．１％（０．７％以上は目安程度）

約約約約４０分／１回４０分／１回４０分／１回４０分／１回 約約約約１時間／ｻｲｸﾙ１時間／ｻｲｸﾙ１時間／ｻｲｸﾙ１時間／ｻｲｸﾙ



外観（ＳＴＡ－２）



外観（ＳＴＡ－100）



外観（ポット部）外観（ポット部）

ポット部



測定結果画面（ＳＴＡＰ－１）測定結果画面（ＳＴＡＰ－１）測定結果画面（ＳＴＡＰ－１）測定結果画面（ＳＴＡＰ－１）測定結果画面（ＳＴＡＰ－１）測定結果画面（ＳＴＡＰ－１）測定結果画面（ＳＴＡＰ－１）測定結果画面（ＳＴＡＰ－１）

測定画面



測定結果例　（鉛の混入）測定結果例　（鉛の混入）測定結果例　（鉛の混入）測定結果例　（鉛の混入）測定結果例　（鉛の混入）測定結果例　（鉛の混入）測定結果例　（鉛の混入）測定結果例　（鉛の混入） 鉛量が多くなるとこの部鉛量が多くなるとこの部鉛量が多くなるとこの部鉛量が多くなるとこの部
分がだれてくる。分がだれてくる。分がだれてくる。分がだれてくる。

加熱において、低い温加熱において、低い温加熱において、低い温加熱において、低い温
度から吸熱反応が起き度から吸熱反応が起き度から吸熱反応が起き度から吸熱反応が起き
ている。ている。ている。ている。

鉛
測
定
例



測定結果例　ＳｎーＡｇーＣｕの銅変化測定結果例　ＳｎーＡｇーＣｕの銅変化測定結果例　ＳｎーＡｇーＣｕの銅変化測定結果例　ＳｎーＡｇーＣｕの銅変化測定結果例　ＳｎーＡｇーＣｕの銅変化測定結果例　ＳｎーＡｇーＣｕの銅変化測定結果例　ＳｎーＡｇーＣｕの銅変化測定結果例　ＳｎーＡｇーＣｕの銅変化

銅測定例



ＳＴＡ－１００を装置に取り付けたところＳＴＡ－１００を装置に取り付けたところＳＴＡ－１００を装置に取り付けたところＳＴＡ－１００を装置に取り付けたところ

測定部測定部測定部測定部

千住金属工業製はんだ槽千住金属工業製はんだ槽千住金属工業製はんだ槽千住金属工業製はんだ槽STA-100装
置



ＳＴＡ－１００測定画面ＳＴＡ－１００測定画面ＳＴＡ－１００測定画面ＳＴＡ－１００測定画面

STA-100画面

過去のデータ過去のデータ過去のデータ過去のデータ
を表示を表示を表示を表示



鉛測定の検証鉛測定の検証鉛測定の検証鉛測定の検証
鉛分析の検証
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分析Pb%

ＳＴＡ－１実測Pｂ%

ＳＴＡ－１００実測Pｂ%

ＳＴＡ－１（本社デモ機）

鉛測定の
検証

資料A～GはCu0.5%

資料H～KはCu0.7%
鉛測定に影響なし鉛測定に影響なし鉛測定に影響なし鉛測定に影響なし



繰り返しテス
ト

ＳＴＡ－２での繰り返しテスト（Ｎ＝１０）ＳＴＡ－２での繰り返しテスト（Ｎ＝１０）ＳＴＡ－２での繰り返しテスト（Ｎ＝１０）ＳＴＡ－２での繰り返しテスト（Ｎ＝１０）
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サンプル：Ｍ７０５（Ｐｂ０．０６６％）サンプル：Ｍ７０５（Ｐｂ０．０６６％）サンプル：Ｍ７０５（Ｐｂ０．０６６％）サンプル：Ｍ７０５（Ｐｂ０．０６６％）

鉛のバラツキ：０．０５５～０．０６３％鉛のバラツキ：０．０５５～０．０６３％鉛のバラツキ：０．０５５～０．０６３％鉛のバラツキ：０．０５５～０．０６３％



マルコム検証

ＳＴＡ－１００マルコム株式会社検証結果ＳＴＡ－１００マルコム株式会社検証結果ＳＴＡ－１００マルコム株式会社検証結果ＳＴＡ－１００マルコム株式会社検証結果

約一ヶ月半の測定で鉛測定は安定している。

ＳＴＡ－１００の連続テスト
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松下検証

フロー装置：大阪アサヒ　GW21NF（テクノスクール）　12/1～5
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松下電器産業株式会社様検証結果松下電器産業株式会社様検証結果松下電器産業株式会社様検証結果松下電器産業株式会社様検証結果

鉛測定は安定している。銅測定は目安程度。



松下検証

判定値とケース温度の関係　　フロー装置：大阪アサヒ　GW21NF（テクノスクール）　10/14～17
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松下電器産業株式会社様検証結果松下電器産業株式会社様検証結果松下電器産業株式会社様検証結果松下電器産業株式会社様検証結果

環境温度変化による影響が無く安定している。



結言

結言結言結言結言

鉛フリーを謳う以上鉛が入る要素が無くなっても常時監
視している必要がある。

分析センターでの結果が出るまでの不安を無くすため
にもインライン不純物チェッカーをお勧めいたします。

鉛０．１％以下の管理にはSTA-100又はＳＴＡ－２を！

管理設定を０．０８％以下にする事ををおすすめ致しま
す。


